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北広島市保健福祉計画検討委員会 

第１回 障がい福祉部会 

 

日 時：平成２９年６月７日（水） 午後６時３０分～午後７時３０分 

 

場 所：北広島市役所１階 多目的室２ 

 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員  

出席者：板垣委員 （部会長） 

     富田委員  

野口委員  

加藤委員  

道下委員  

松坂委員  

若狭委員  

長谷川委員 

 

欠席者：なし 

            

◇事務局 

奥山福祉課長 

高橋こども発達支援センター長 

     柄澤高齢者・障がい者相談担当参事 

     川又福祉課主査 

     棚田福祉課主査 

     播磨こども発達支援センター主任 

     吉崎福祉課主任 

       

◇傍聴者：なし 

 

 

 

 

 

議事概要 
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≪議事概要≫ 

 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

 

３ 協議事項  

 

事務局：障がい支援計画（平成 30年度～平成 32年度）策定に係るアンケート調査について、資

料１『障がい支援計画（平成 30年度～平成 32年度）策定に係るアンケート調査について』、

資料２『福祉に関するアンケート調査へのご協力のお願い』及び資料３『北広島市障がい

支援計画策定に向けた市民意識調査 調査ご協力のお願い』をもとに説明。 

部会長：障がい者向けアンケートについて、ご意見のある方は。 

委 員：問 22の「家族の中の他の人」とは誰を指しているのか。 

事務局：独立している兄弟などを想定している。文言について校正する。  

委 員：設問を誘導するのに、わかりやすくするために、例えば「問２へ」と表記した方が良い

のではないか。 

事務局：設問を誘導しやすいレイアウトに修正する。 

委 員：問 17の「医療的ケア」、問 26の医療的ケア、問 49「医療ケア」の使い方の意味は。 

事務局：「医療的ケア」は特別な医療のこと。問 49の設問は、在宅で適切な医療を受けられると

いう趣旨のもの。 

部会長：問 40で、障がいがあることで差別を受けたことがあるかないかを聞くだけでなく、具体

的にどのような嫌な思いをしたか、また差別に対して行政にお願いしたいことをアンケー

トに盛り込んでみてはどうか。 

委 員：問 41について回答する期間範囲が広いため、期間を限定してはどうか。また、どのよう

な場所や状況で差別や嫌な思いをしたかを、自由記述にしてはどうか。 

事務局：障がい者差別解消法ができて以降、どのような差別があったか聞く良いチャンスなので、

調整させていただきたい。 

委 員：問 43の「５．施設や事業所の指導員など」と「６．ホームヘルパーなどサービス事業所

の人」の違いについてわかりづらい。 

委 員：問 44には「ホームヘルパーなどサービス事業所の人」がない。 

委 員：問 43と問 44の中に「介護保険のケアマネジャー」があるが、65歳未満の方の親も想定

しているのか。 

事務局：親は調査対象とはしていない。問 43と問 44については、内容を校正する。 

委 員：精神障がい者で入院している方にアンケートが届いた場合、ソーシャルワーカーなどが

代わりに記入することになるのか。 
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事務局：精神障がい者で入院している方も含めて対象としていることから、障がい者を支援して

いる施設職員やソーシャルワーカーなどの方であればアンケートを代わりに書いても構わ

ない。 

部会長：続いて、市民向けアンケートについてご意見のある方は。 

委 員：問５について、障がい児・者と同居している方に加えて、障がい児・者が身近にいる方

にも確認を取った方が良いのではないか。 

事務局：同居に限らないこととし、表現を校正したい。 

委 員：最初のページで「市内在住で 20歳以上 65歳未満の方を対象者」の部分に、「無作為で抽

出した」と加えた方が良いのでは。また、障がい者手帳や療育手帳を持っている方が選ば

れることもあるので、アンケートにルビをふってみてはどうか。 

委 員：問５の障がい者には 65歳以上の高齢者を含むのか。 

事務局：アンケートに回答される方が年齢を問わず障がい者と接することがあるかという趣旨で

ある。 

委 員：一般の方が、障がい者と高齢の認知症の方を区別して理解するのは難しいかもしれない。 

委 員：高齢者が対象と考えられるかもしれないので、「介助や世話等が必要な」を削除した方が

良いのではないか。 

部会長：「親族等に障がい者・児がいますか」という程度で良いのではいか。 

事務局：問５・問６の表現については、調整し校正する。 

委 員：問 13の選択肢③「職業適応」を「職場適応」に訂正をお願いしたい。 

事務局：ご指摘のとおり校正する。 

委 員：問 16の６「福祉作業所（共同作業所）」の表現を検討してみてはどうか。 

事務局：文言表現を検討したい。 

委 員：このアンケートでは、障がい者に係わることが苦手な人の思いを拾うのは難しいのでは

ないか。 

委 員：問８に、障がい者が怖い、障がい者を避けていたとの項目を入れると良いのではないか。

問９に、支援をしたくない趣旨の項目を入れてみてはどうか。 

事務局：そのような考えのある方々のアプローチも行政に求められていると思うので、内容を検

討したい。 

委 員：問９に支援と援助があるが、支援に統一にした方が良いのではないか。 

委 員：１、２ページの「障がいのある方」や「障がい者」、５ページの「障がい児」や「障がい

のある子」、６ページの「障がいのある人」など表現が混在している。合わせた方が良いの

ではないか。 

事務局：ご意見を踏まえ、調整し校正する。 

部会長：アンケートに関する協議については終了する。 

 

４ その他  

事務局：今後のスケジュールについて、今回いただいたご意見を踏まえ、事務局にてアンケート

の校正を進めていきたい。この後気付いた点があったら、今週金曜日までご連絡いただき

たい。 
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部会長：アンケート校正を事務局で進めることでよろしいか。 

委 員：（異議なし、承認） 

事務局：委員の任期が来月 13日で終了する。次期委員の方々に計画の素案作りにご尽力いただき

たい。委員の改選の案内は６月中にする。11月末までには次期計画の素案を作り、12月下

旬にはパブリックコメントをし、来年３月中には計画を完成したいと考えているので、ご

協力をお願いしたい。 

 

５ 閉会 


